
新型コロナワクチン接種
に関するお知らせ

問勝山市コールセンター（すこやか内）　☎64 ｰ 5543

新型コロナワクチンの接種状況　（令和4年5月7日現在）
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福井県感染拡大警報
5月15日まで

ワクチンの小児接種受付中
　家庭内や学校、保育園において小児の感染が継続しています。ワクチン接種を受けるかどうかは、保護
者の方がワクチンの効果と副反応のリスクについてご確認のうえ、お子様とよく相談してご判断ください。

◉使用するワクチンおよび接種回数
ファイザー社の5～ 11歳用の子ども用のワクチンを通常、3週間の間隔をあけて、合計2回接種します。
※ファイザー社の12歳以上のものに比べ、有効成分が1/3になっています

◉接種できる医療機関
わかばやしこども内科クリニック、河北小児科医院、芳野医院
※接種を受ける時は必ず保護者と一緒に来て下さい

◉予約方法
勝山市コールセンター (☎64 ｰ 5543)まで電話で予約してください。
電話の際は、接種済証、カレンダー、筆記用具をお手元にご準備ください。
※LINEでは予約できません

詳細は
こちらで

確認

　新型コロナウイルスワクチン追加接種（3回目）の接種券を発送しています。ワクチン接種の予約は、電話
およびL

ラ イ ン
INEで受けて受けています。使用するワクチンは、ファイザー社ワクチンまたは武田/モデルナ社ワ

クチンであり、いずれのワクチンを接種しても抗体量は十分上昇し、オミクロン株にも有効であることが
報告されています。お手元に接種券が届いた方は、ワクチンの種類を選ばずにすぐに接種をご検討ください。

電話で予約 L
ラ イ ン

INEで予約

☎�0779-64-5543（7回線）
受付時間▶㈪～㈮　午前9時～午後5時
　　　　　　㈯　　午前9時～正午
※日曜、祝日は電話受付は行いません
※�1、2回目および12～ 17歳の3回目の予約は電話の
み受け付けます

勝山市公式L
ラ イ ン
INEアカウントを友だちに追加

QRコードを読み込むかIDで検索してください

　　　　　　　　　　受付時間▶
　　　　　　　　　　24時間予約が可能です。

　　　　　　　　　　ID▶＠katsuyamacity
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・県内、県外に関わらず
　「おはなしはマスク」 

飲食中も会話時はマスク着用

・県外往来は感染対策を徹底防
県外往来の際は、人混みを避け、
手洗いなど基本的な対策を徹底

・早期受診の徹底
お出かけの後は体調管理を徹底、
体調不良を感じたらすぐに医療機関で受診

・接種券が届いたらすぐに接種
小児や高齢者を守るためにも早めの接種、
県営接種会場（エルパプラス会場）も活用

お 出 か け の 際 に は
飲 食 中 も 　 会 話 時 も
マ ス ク 着 用 の 徹 底 を

・県内、県外に関わらず
　「おはなしはマスク」 

飲食中も会話時はマスク着用

・県外往来は感染対策を徹底防
県外往来の際は、人混みを避け、
手洗いなど基本的な対策を徹底

・早期受診の徹底
お出かけの後は体調管理を徹底、
体調不良を感じたらすぐに医療機関で受診

・接種券が届いたらすぐに接種
小児や高齢者を守るためにも早めの接種、
県営接種会場（エルパプラス会場）も活用

　福井県では、県内の新型コロナウイルスの感染状況を踏まえ、「福井県感染拡大警報」を発令してい
ます。（5月6日現在）県内においては、30代以下の感染者が約7割を占め、家庭内、学校・保育園での
感染が継続しています。家族や周囲の人たちを守るため、マスクの着用、定期的な換気、こまめな手
洗いなど感染対策の再徹底をお願いします。

ワクチンの4回目接種について
　新型コロナウイルスワクチンの4回目接種については、勝山市においても、国の方針に基づき速やかに接
種が行えるよう、下記のとおり実施する方向で準備を進めています。

◉対象者
①60歳以上の方（約9,000人）
②18歳以上60歳未満で基礎疾患を有する方、その他重症化リスクが高いと医師が認める方（約1,500人）

◉使用するワクチン
　ファイザー社�及び�武田/モデルナ社のワクチン

◉接種する間隔
　３回目の接種から５か月以上経過

◉今後のスケジュール（予定）

5月中旬～ 60歳以上で３回目から5か月が経過した方から順次接種券発送

5月下旬～ 60歳以上で医療従事者の接種開始

6月中旬～ 高齢者・障害者施設入所者等の接種開始

6月中旬～ 個別接種の予約開始

7月上旬～ 個別接種開始予定

※ 60歳未満で基礎疾患がある方などは、接種対象者からの申請に基づき接種券を発行します（具体的な申
請方法は、後日お知らせします）

※8月に市体育館ジオアリーナで集団接種を実施する予定です
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スマイル Pick Up! 市民の笑顔
お届けします

スマイル Pick Up! 市民の笑顔
お届けします

スマイル Pick Up! 市民の笑顔
お届けします

　

4
月
30
日
、
子
ど
も
た
ち
が
共
通
語

で
あ
る
英
語
を
使
っ
て
様
々
な
国
の

方
々
と
交
流
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
国
際
交

流
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
」
が
教
育
会
館
と
中

央
公
園
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
の
は
、

今
年
の
2
月
に
活
動
を
開
始
し
た
任
意

団
体「
え
ん
フ
レ
ン
ズ
」で
す
。

　

え
ん
フ
レ
ン
ズ
は
、
2
0
2
0
年
に

勝
山
市
に
移
住
さ
れ
た
ヘ
ネ
シ
ー
絵
美

さ
ん
他
2
人
を
中
心
に
、
国
際

交
流
・
教
育
を
通
し
て
、
世
界

と
繋
が
る
ひ
と
や
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
団
体
で
す
。

　

メ
ン
バ
ー
の
3
人
は
、
こ
れ
ま
で
、

企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
や
政
府

の
青
少
年
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
、
英
会
話
・
日
本
語
カ
フ
ェ
、
留
学

生
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
仕

事
や
地
域
活
動
を
通
し
て
国
際
交
流
・

教
育
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
、
そ
の
経
験

や
人
脈
を
活
か
し
な
が
ら
、
3
つ
の
事

業
を
柱
に
活
動
を
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。

国
際
交
流
・
教
育
で
勝
山
か
ら
福
井
を
元
気
に
！

えんフレンズの皆さん
（右から）ヘネシー絵

え み
美さん、藤

とうどう
堂 智

と も え
江さん、前

ま え だ
田 恵

え り
里さん

「えん」に込められた想い
・円（優しく、他を受け入れる）
・炎（情熱的に何事にもチャレンジ）
・縁（出会い、チャンスを活かす）
・援（助け合い、仲間と成長）
・enjoy（人生を楽しむ）

　

一
つ
目
の
事
業
は
「
人
材
育
成
事
業
」

で
す
。
団
体
と
し
て
初
め
て
企
画
し
た
国

際
交
流
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
も
そ
の
一
環
で
、

ヘ
ネ
シ
ー
さ
ん
は
「
こ
の
年
代
の
子
ど
も

た
ち
に
は
、
楽
し
く
異
な
る
言
語
や
文
化

に
触
れ
、
体
験
す
る
こ
と
で
、
世
界
を
よ

り
身
近
に
感
じ
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
。
ま
た
、
小
学
校
か
ら
始
ま

る
英
語
学
習
へ
の
抵
抗
も
減
ら
せ
た
ら

と
思
い
ま
す
。」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
継
続
的
に
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

を
予
定
さ
れ
、
宿
泊
を
伴
っ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
構
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
2
つ
目
の
事
業
は
「
留
学
や
訪
日
外
国

人
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
で
す
。
異
文
化
交

流
を
楽
し
み
た
い
方
の
サ
ポ
ー
ト
や
勝

山
を
訪
れ
る
外
国
の
方
に
勝
山
の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
活
動
を
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
3
つ
目
の
事
業
は
、
市
内
の
学
校
と
海

外
の
学
校
と
の
交
流
を
企
画
・
実
施
す
る

「
国
際
教
育
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事

業
」
で
す
。
市
内
の
全
小
中
学
校
が
ユ
ネ

ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
登
録
さ
れ
て
い
る
勝

山
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
活
動
を
、
勝
山
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
企
画
・
提
案
し
て
い

き
た
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
え
ん
フ
レ
ン
ズ
の
活
動
は
、
勝
山
の
子

ど
も
た
ち
の
成
長
や
地
域
の
魅
力
を

ア
ッ
プ
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
交
流
す
る

方
々
に
よ
る
情
報
発
信
に
よ
っ
て
、
観
光

誘
客
や
子
育
て
世
帯
の
移
住
な
ど
に
も

繋
が
る
こ
と
に

期
待
が
ふ
く
ら

み
ま
す
。

図形を用いたアイスブレーキング

スタンプラリーに挑戦中！

hh
ハ ー ト
ハ ー ト

earteart

えんフレンズ
へのお問合せ・
相談はこちら
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化
石
と
は
、
か
つ
て
生
き
て
い
た
生

物
の
体
や
生
活
の
痕
跡
が
地
層
の
中
に

残
っ
た
も
の
で
す
。体
の
中
で
骨
や
歯
、

殻
と
い
っ
た
部
分
は
腐
ら
な
い
の
で
化

石
に
な
り
や
す
く
、
筋
肉
な
ど
の
腐
り

や
す
い
部
分
は
基
本
的
に
化
石
に
な
り

ま
せ
ん
。
生
活
の
痕
跡
が
化
石
と
し
て

残
る
も
の
の
例
と
し
て
は
、
足
跡
や
巣

穴
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ら

の
化
石
は
現
代
の

私
た
ち
に
何
を
教

え
て
く
れ
る
で

し
ょ
う
か
。

生
物
の
体
や
行
動
の
変
化

　
生
物
は
、
周
囲
の
環
境
の
変
化
に
対

応
し
て
、
体
や
行
動
を
変
化
さ
せ
子
孫

を
残
し
て
き
た
も
の
が
、
現
在
見
ら
れ

る
生
き
物
で
す
。
そ
の
過
程
で
、
子
孫

を
残
せ
ず
、
絶
滅
し
た
生
き
物
も
多
く

い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
化
石
を
通
し

て
生
物
の
進
化
と
絶
滅
の
記
録
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
の

福
井
県
に
よ
る
第
4
次
恐
竜
化
石
調
査

で
は
、
恐
竜
の
連
続
し
た
足
跡
化
石
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
後
の
研
究
次

第
で
、
そ
の
恐
竜
が
ど
ん
な
ふ
う
に
歩

い
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

昔
の
気
候
・
環
境

　

あ
る
特
定
の
環
境
だ
け
で
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
生
き
物
の
化
石
か
ら
は
、

そ
の
地
層
が
で
き
た
時
代
の
環
境
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
野
向

町
の
牛
ヶ
谷
に
は
、
牛
ヶ
谷
層
と
い
う

約
5
0
0
万
年
前
の
地
層
が
あ
り
、
そ

こ
か
ら
ブ
ナ
の
葉
の
化
石
が
見
つ
か
っ

て
い
る
た
め
、
温
帯
の
や
や
寒
冷
な
気

候
だ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
層
の
で
き
た
時
代

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
の
積
み
重
ね
に

よ
っ
て
、
地
層
か
ら
発
見
さ
れ
る
化
石

に
よ
っ
て
そ
の
地
層
の
で
き
た
時
代
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
三

葉
虫
は
古
生
代
に
生
き
た
生
き
物
で
古

生
代
の
末
期
で
絶
滅
し
て
い
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
三
葉
虫
の
化
石
が
見
つ
か

る
と
そ
の
地
層
は
古
生
代
の
地
層
と
い

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

未
来
の
地
層

　
海
や
湖
の
底
な
ど
で
は
、
現
在
も
土

砂
が
た
ま
り
続
け
て
い
ま
す
。
数
百
万

年
も
す
る
と
そ
れ
ら
が
陸
上
に
地
層
と

し
て
表
れ
て
、
誰
か
が
調
査
す
る
こ
と

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
在
の
海

や
川
で
見
か
け
る
ゴ
ミ
か
ら
考
え
る

と
、
そ
の
地
層
か
ら
は
ゴ
ミ
が
見
つ

か
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
こ
ん
な
状
況
は
悲
し
い
の
で
、
な

る
べ
く
ゴ
ミ
を
減
ら
し
て
、「
こ
こ
の

時
代
ま
で
は
ゴ
ミ
が
あ
っ
た
け
ど
、
こ

の
時
代
か
ら
は
ゴ
ミ
が
減
っ
た
」
と
い

わ
れ
る
地
層
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す

ね
。

町
まち

　澄
すみあき

秋化石が教えてくれること

獣脚類の足跡化石

商工文化課
主査（学芸員）

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
4
月
7
日
に
入
学
式
を
行
い
、
こ
れ
ま
で

の
普
通
科（
83
人
）に
加
え
、
新
た
に
設
置
し

た
探
究
特
進
科（
25
人
）の
生
徒
を
含
め
、
合

計
１
０
８
人
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。

　

入
学
式
お
よ
び
始
業
式
で
は
、
生
徒
の

み
な
さ
ん
に
、
新
た
な
枠
組
み
を
取
り
入

れ
た
勝
山
高
校
を
み
な
さ
ん
の
手
で
つ

く
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
こ
と
、
探
究
活
動

を
は
じ
め
と
し
た
学
校
で
の
学
び
を
楽
し

ん
で
ほ
し
い
こ
と
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

収
束
に
つ
い
て
は
ま
だ
先
が
見
え
な
い
状

況
で
、
学
校
の
活
動
が
制
限
さ
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
生
徒
・
保
護
者
お
よ
び

地
域
の
み
な
さ
ま
か
ら
信
頼
さ
れ
、
愛
さ

れ
る
学
校
と
な
る
よ
う
、
本
校
教
職
員
と

と
も
に
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
本
校
の
教
育
活
動
に
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

校
長　
朝
倉　
剛
司

進
路
だ
よ
り

国 

公
立
大
学
▼
新
潟
大
・
富
山
大
・
信
州
大
・

名
古
屋
工
大
・
神
戸
大
・
公
立
小
松
大
・

滋
賀
県
立
大
・
福
知
山
公
立
大
・
兵
庫

県
立
大
・
神
戸
市
立
大
・
新
見
公
立
大
・

北
九
州
市
立
大
・
長
崎
県
立
大　

各
1

人
、
金
沢
大
2
人
、
福
井
大
6
人
、
福

井
県
立
大
8
人
、
他
に
過
年
度
生
1
人

（
京
都
大
）

私 

立
大
学
▼
慶
応
大
、早
稲
田
大
、上
智
大
、

東
洋
大
、
駒
澤
大
、
日
本
体
育
大
、
東
京

農
大
、
神
奈
川
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館

大
、
同
志
社
女
子
大
、
関
西
学
院
大
、
関

西
大
、
京
都
外
大
、
近
畿
大
、
京
都
産
業

大
、
京
都
橘
大
、
龍
谷
大
、
福
井
工
業
大
、

福
井
医
療
大
、
仁
愛
大
、
金
沢
工
業
大
、

金
沢
学
院
大
、
金
沢
星
陵
大
、
金
城
大
、

岐
阜
聖
徳
学
園
大
、
中
京
大
、
愛
知
学
院

大
、
名
城
大
、
愛
知
工
業
大
な
ど

短 

期
大
学
▼
仁
愛
女
子
短
大
、
嵯
峨
美
術

短
大

専 

門・各
種
学
校
▼
福
井
県
立
看
護
、
武
生

看
護
、
福
井
歯
科
、
大
原
簿
記
法
律
、

大
原
ス
ポ
ー
ツ
医
療
保
育
福
祉
、
天
谷

調
理
製
菓
な
ど

就 

職
▼
公
務
員：福
井
県
警
察
、
自
衛
隊（
一

般
曹
候
補
生
）、
民
間
：
三
菱
自
動
車
工

業
㈱
、
ニ
チ
コ
ン
製
箔
㈱
、
㈱
野
田
電
気

そ
の
他
▼
海
外
留
学

勝高ＨＰ
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　野向町コミュニティセンターが開設され、今
後は、指定管理者となるNPO法人「まちづくり
のむきの会」が地域活性の担い手となります。

野向町コミュニティセンターが開設
■4月1日　野向町コミュニティセンター

　地域住民やボランティアによる平泉寺白山神
社周辺の清掃活動。苔を覆っていた落ち葉や枝
を取り除くと、美しい風景がよみがえりました。

春の平泉寺一斉清掃
■4月10日　平泉寺白山神社周辺

　早春のハイキングを楽しむこのイベント。バ
ンビラインと呼ばれる登山道にはカタクリの群
生地があり、参加者は撮影を楽しんでいました。

春を感じて　カタクリまつり
■4月10日　遅羽町バンビライン

　恐竜をテーマにしたイベント「ディノフェス」
が行われ、来場者は、子どもたちによる迫力満
点の太鼓の演奏を楽しんでいました。

太鼓鳴り響く　ディノフェス開催
■4月10日　市民交流センター

　明治に起きた勝山大火を教訓とする春季消防訓練が市内各地で行われました。今年度の訓練では、旭町
1丁目区での火災防ぎょ訓練や勝山サンプラザ前での一斉放水、恒例の「走りやんこ」などが実施され、参
加した市内の消防団員の士気高揚を図りました。

消防団による一斉放水 市無形民俗文化財「走りやんこ」春
季
消
防
訓
練
を
実
施

�

■
4
月
13
日
　
市
内
各
所
に
て
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　希少植物ミチノクフクジュソウの保全に村岡
小学校と小原ECOプロジェクトが取り組んで
おり、この日は、手作り看板を設置しました。　

守ろう　ミチノクフクジュソウ
■4月15日　北谷町

　コスプレイベントが大師山清大寺で開催。集
まったコスプレイヤーは、境内にある大仏殿や
五重塔などで各々撮影を楽しんでいました。

コスプレイヤーが越前大仏に集合
■4月17日　大師山清大寺

　市内各地域で、地域の方々が地産野菜や加工品、山菜などを販売する朝市が始まっています。平泉寺地
区では「大門市」が4月16日から、荒土地区では「あらど朝市」が4月24日から始まり、地元の春の味覚を買
い求める人たちが訪れていました。

大門市
■4月16日　平泉寺白山神社前

あらど朝市
■4月24日　荒土公園となり

　勝山ロータリークラブの創立60周年を記念
し製作された木製の「恐竜大時計」が、道の駅「恐
竜渓谷かつやま」に寄贈されました。

道の駅新シンボル「恐竜大時計」
■4月17日　道の駅「恐竜渓谷かつやま」

各
地
域
で

朝
市
が
ス
タ
ー
ト

　国指定の重要文化財である旧木下家住宅で行
われた北郷小学校5、6年生による朗読会。聴
いた人の心が温かくなるような朗読会でした。

旧木下家住宅で朗読会を開催
■4月29日　旧木下家住宅（北郷町伊知地）
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市からのお知らせI n fo r m a t i o n

令和４年度の区長さん
問総務課（市役所2階）☎88－1116

　行政と地区住民の橋渡し役としてご活躍いただく
区長をご紹介します。（敬称略）
◎地区区長会長　○同副会長　☆同理事

元禄(☆)� 塩見　聡
元町２� 坪内　友幸
元町３� 小林　義則
昭和町１� 油谷精三郎
昭和町２� 今庄　肇
昭和町３(☆)�松村　一
旭町１� 北川　龍男
旭町２(☆)� 辰澤　啓治
旭毛屋町� 久保　清一
立川町(☆)� 鳥山　淳夫
上　郡� 久保　金喜
上袋田� 阿部　光郎
下袋田(☆)� 山川　龍弥
上　後(○)� 南部　信一
中　後(◎)� 杉平　信夫
下　後� 朝井　直正
上長渕� 木村　照雄
下長渕(○)� 織田　吉和
富　田(☆)� 小林　喜幸
沢　町� 織田　貞信
芳野町(☆)� 水谷　丈男

猪野口� 廣瀬　敏朗
若猪野� 酒井　義明
高　島(○)� 伊藤　新治
西高島� 三觜　博信
毛　屋� 三屋　俊一
猪　野� 丸山登志成
片　瀬� 丸山　真寿
片瀬町� 森景　八朗
岡横江(◎)� 鳥山　昌久

勝山地区

猪野瀬地区

龍　谷� 有原　治一
竹　林� 吉元　禎
聖　丸� 辻　健治
深　谷� 大西　一男
薬師神谷� 山内　則人
牛ケ谷(○)� 清水　修
北野津又(◎)�松井　博文
横　倉� 北川　雅敏

松　田� 下川　幸蔵
田名部� 丹後　清明
布　市(○)� 黒田　和夫
清水島� 多田　治門
北新在家� 本多　範行
別　所� 大谷　重光
境(○)� 山内　善正
戸　倉� 谷口　隆次
西ケ原� 古家　継一
新　道� 岩倉　治
細野口� 水上　俊成
北宮地� 田中　金之
堀　名� 西浦志比兵衛
中清水� 石井　多門
伊　波(◎)� 境井　義樹
妙金島� 齋藤　治一
新　保� 道林　卓惠
松ケ崎� 荒井　幸司

野向地区

荒土地区

西妙金島(○)�乾　一雄
檜曽谷� 山岸　茂樹
新　町� 平井　美則
志比原� 小林　学樹
上森川� 立平　政勝
下森川� 松川　隆
東　野� 田中　誠
伊知地� 仲谷　傳次
坂東島(◎)� 笠羽　忠恭
北郷町上野� 木下　敏秀

保　田� 多田　傳長
西光寺� 斎藤　勝彦
北西俣� 山口　伸一
矢戸口(○)� 中道　光男
本　郷� 西川　清之
西遅羽口� 飯田　靖
東遅羽口� 石田　信
杉　俣(◎)� 山内　義明
志　田� 石田　学
発　坂� 山内　幸繁
保田出村� 牧野　伸三

下荒井� 鳥山　義昭
嵭　崎(◎)� 山根　敏博
大　袋� 牧野　栄一
新　道� 酒井健一郎
北　山� 斎藤　敏幸
蓬　生(○)� 桑原　良明
中　島� 松山　滋貞
千代田� 田鳥　孝二
比　島� 松山　勝彦

北郷地区

遅羽地区

鹿谷地区

平泉寺(◎)� 中村　敬治
赤　尾� 福田　敏幸
笹　尾� 福田　義一
大　渡� 上山　幸彦
壁　倉� 福田　光平
岩ケ野(○)� 南　都志男
大矢谷� 谷口　恵二
小矢谷� 中山　茂治
神　野� 牧野　和男
経　塚� 櫻井　崇博
平泉寺町上野�窪瀬　正直

滝波町(◎)� 川原　龍夫
郡　町(○)� 竹内　和徳
五本寺� 小林　信二
黒　原� 荒井由紀夫
栃神谷� 山岸善太郎
暮　見� 植田　一成
寺　尾� 前川　哲弥
浄土寺(○)� 木下　一美
長山町� 苅安　和幸

中　尾� 石井　孝幸
北六呂師� 加藤　英孝
河　合(◎)� 斉藤　甚継
木根橋(○)� 大山口健治
小　原� 杉吉　政巳
谷� 山内　隆之

平泉寺地区

北谷地区

村岡地区

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

春
の
褒
章
・
叙
勲

緑
綬
褒
章（
社
会
奉
仕
活
動
功
績
）

長
山
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

　

地
域
の
高
齢
者
が
集
ま
る
サ
ロ
ン

の
運
営
支
援
を
行
い
、
町
内
の
高
齢

者
や
障
害
者
が
楽
し
む
活
動
を
積
極

的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章

嶋し
ま
田だ

　
敏と
し
明あ
き
さ
ん（
86
）＝
鹿
谷
町
本
郷
＝

　

昭
和
30
年
に
大
野
公
共
職
業
安
定

所
に
任
用
さ
れ
39
年
間
、
職
業
安
定

行
政
に
従
事
し
、
福
井
U
タ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
開
設
や
地
元
の
繊
維
産
業

の
人
材
確
保
に
尽
力
し
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

山や
ま
本も
と

　
陽よ
う
子こ

さ
ん（
65
）＝
昭
和
町
2
＝

　

昭
和
57
年
に
生
活
支
援
員
と
な
り

障
害
者
や
そ
の
家
族
に
対
し
支
援
、

相
談
、
情
報
提
供
を
行
い
、
福
祉
発

展
に
貢
献
し
、
後
進
の
育
成
に
も
尽

力
し
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

岸き
し
本も
と

　
陽よ
う
子こ

さ
ん（
70
）＝
荒
土
町
別
所
＝

　

昭
和
50
年
に
保
育
業
務
に
就
き
、

保
育
所
、
こ
ど
も
園
の
園
長
を
7
年

以
上
務
め
、
絵
本
サ
ー
ク
ル
の
設
立

や
園
児
へ
の
人
形
劇
の
実
演
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
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市からのお知らせ I n fo r m a t i o n

令
和
４
年
度
勝
山
市
職
員
採
用
候
補
者
試
験

�

問
総
務
課（
市
役
所
２
階
）☎
88
‐
1
1
1
3

受
け
て
安
心
！
健
康
診
断

�

問
健
康
体
育
課（
す
こ
や
か
）☎
87
‐
0
8
8
8

生
活
習
慣
病
は

「
早
期
発
見
・
早
期
改
善
」

　
生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
な
い
う
ち

に
進
行
し
、
異
常
を
感
じ
た
時
に
は
す�

で
に
重
症
化
し
て
い
る
こ
と
多
い
の
が
特

徴
で
す
。
今
後
も
健
康
に
お
過
ご
し
い
た

だ
く
た
め
に
、
ぜ
ひ
健
康
診
断
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

◆
国
民
健
康
保
険（
30
歳
〜
74
歳
の
方
）

負
担
額
▼
5
0
0
円

◆
後
期
高
齢
者
健
診 （
75
歳
以
上
の
方
）

負
担
額
▼
無
料

と
こ
ろ
▼
指
定
の
医
療
機
関
、
す
こ
や
か

※
ど
ち
ら
も
予
約
が
必
要
で
す
。

前
期
試
験（
大
学
卒
業
程
度
）

受
付
期
間
▼
5
月
12
日
㈭
～

�

6
月
10
日
㈮

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

�

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

一
次
試
験
▼
7
月
10
日
㈰

※�

二
次
試
験
の
詳
細
は
一
次
試
験
合
格
者

に
通
知
し
ま
す

試
験
会
場
▼
教
育
会
館

試 

験
内
容
▼
教
養
試
験
、性
格
特
性
検
査
、

作
文
試
験
、
専
門
試
験（
土
木
技
術
職
）

申 

込
方
法
▼
試
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
総
務
課
人
事
職
員
係
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い

最
終
合
格
発
表
▼
9
月
上
旬（
予
定
）

内 

　
容
▼
測
定
（
身
長
・
体
重
・
腹
囲
・

血
圧
）、
検
査�

（
尿
、
血
液�

（
脂
質�

・�

血
糖�

・
肝
機
能
・
貧
血
・
尿
酸
・
ク
レ

ア
チ
ニ
ン
・
眼
底
）�

、
心
電
図
、
診
察

健 

診
日
▼
広
報
か
つ
や
ま
プ
ラ
ス
版
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

※
受
診
券
は
5
月
下
旬
頃
発
送
し
ま
す

※�

人
間
ド
ッ
ク
を
申
し
込
ま
れ
た
方
は
受

診
で
き
ま
せ
ん

※�

受
診
時
に
は�

「
受
診
券
」�「
問
診
票
」�

「
検
査
料
金
」�「
被
保
険
者
証
」�

を
必
ず

お
持
ち
く
だ
さ
い

試験区分 事務職 土木技術職

採用人数 3人程度 2人程度

受験資格 問わない
土木に関する専門技術を有する方。
または令和5年3月末日までにその
知識の習得が見込まれる方

生年月日
平成5年4月2日～

平成13年4月1日
平成2年4月2日～

平成13年4月1日

後
期
試
験（
高
校
卒
業
程
度
）

一
次
試
験
▼
9
月
18
日
㈰

試
験
区
分
▼
消
防
士　
1
人

受 

験
資
格
▼
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を

有
す
る
方
、
ま
た
は
令
和
5
年
3
月

末
日
ま
で
に
そ
の
免
許
の
取
得
が
見

込
ま
れ
る
方

生
年
月
日
▼
平
成
4
年
4
月
2
日
～

�

平
成
17
年
4
月
1
日

日
曜
日
健
診
の
ご
案
内

　

日
曜
日
の
午
前
中
に
健
診
が
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い

と
　
き
▼
7
月
17
日
㈰
、
11
月
28
日
㈰

と
こ
ろ
▼
す
こ
や
か
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市からのお知らせI n fo r m a t i o n

　
勝
山
市
消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
年

多
く
の
消
費
生
活
に
か
か
る
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。

　
暮
ら
し
の
こ
と
で
お
困
り
の
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◉
ど
ん
な
相
談
が
あ
る
の
？

・�

化
粧
品
や
健
康
食
品
の
定
期
購
入
ト
ラ

ブ
ル

・
不
審
な
電
話
、
メ
ー
ル
に
関
す
る
相
談

・�

デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
な
ど
金
融
関
連
の

問
題
商
法�

　
令
和
3
年
度
に
受
け
付
け
た
相
談
は
２

６
６
件
（
苦
情
１
８
４
件
、
問
い
合
わ
せ

79
件
、
要
望
３
件
）で
し
た
。

　

市
で
受
け
た
消
費
者
相
談
の
詳
細
は
、

広
報
か
つ
や
ま
プ
ラ
ス
な
ど
で
勝
山
高
校

芸
術
部
の
皆
さ
ん
が
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
と

一
緒
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
参
考
に
、
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ

な
い
賢
い
消
費
者
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

5
月
は
消
費
者
月
間『
考
え
よ
う
！
大
人
に
な
る
と
で
き
る
こ
と
　
気
を
付
け
る
こ
と
』

�

問
市
民
課（
市
役
所
1
階
）☎
88
‐
8
1
0
3

令
和
３
年
度
勝
山
市
消
費
生
活
相
談
概
要

く
ら
し
の
ご
相
談
　
承
り
ま
す

　

意
識
調
査
や
出
前
講
座
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勝山ニューホテルで働きませんか？
年齢不問、未経験 ！ オープニングスタッフ募集中！

連絡先：
勝山ニューホテル 採用担当

運営 ：㈱リオ・ホテルズ関越

■勤務地：福井県勝山市片瀬町２丁目１１４ 勝山ニューホテル
■お仕事内容：フロント レストランホール レストラン調理・補助
■給与 ：パートタイマー…時給 円～

正社員…月給 円～（固定残業代 時間分含む）
★経験者優遇！お気軽にお問い合わせください！★
「広報かつやまで求人を見た」とお伝え頂くとスムーズです！

年に
改装予定！
生まれ変わります！

現場の声をしっかり
聞いてくれる、
風通しの良い職場です！
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市民の広場
C o m m u n i c a t i o n

※イベントなどに参加される際は、マスクを着用するなど感染症対策に努めてください
※感染状況によっては、イベントなどが中止・日程変更になる場合があります

省略記号　時–とき　所–ところ　内–内容　対–対象　講–講師　定–定員　費–参加費　持–持ち物　締–申込締切

（０７７９）

～心によりそい、心でつながる～
〒 勝山市滝波町 丁目

セレモニーホールパシオン

今なら 円の入会金のみで

『パシオンの会』

年会費・積立金・更新費

通常価格から会員価格に

時間 日ご依頼・ご相談・ご質問などお気軽にお問い合せください。

勝山での家族葬なら

最大 万円割引

ご入会でお葬式費用が

円 さらにその他特典有り

【完全貸切型】

お知らせ

野焼きは原則厳禁です

　屋外での焼却行為（野焼き）は
煙、すす、悪臭により、周囲の人
に迷惑をかけるだけでなく、ダイ
オキシンなど有害物質を発生し、
健康被害を引き起こしたり大気汚
染の原因になるため、法律で原則
禁止されています。
違反すると重い処分
が科されます。
　環境ルールは必ず
守ってください。
問 市民課（市役所1階）☎88－8104

ふくい女性活躍支援センター 
「出張就業相談会」開設

　「働きたい」女性の支援を行うた
めの出張相談が実施されます。
　仕事に関する不安解消やキャリ
アアップ、子育て、就職などの悩
みがある方は、お気軽にご利用く
ださい。また、経済的にお困りの
方に、生理用品をお配りします。
時5月25日 ㈬、7月27日 ㈬、9月
28日㈬、11月30日㈬、令和5年1
月25日㈬、3月22日㈬（計6回）午
前10時～午後3時所猪野瀬まちづ
くり会館第1会議室
申・問 ふくい女性活躍支援センター　

☎0776－41－4244

募　集

耕作放棄地解消プロジェ
クトに参加しよう！

　農地の再生と景
観の改善を目的
に、観賞植物の　
"コキア"を活用し
た耕作放棄地解消
プロジェクトを行
います。
　一緒にコキアを
植えてくださる
方、農業に興味のある方、体を動
かしたい方など皆さまのご参加お
待ちしております。
時6月4日㈯午前9時～正午※雨天
中止所道の駅恐竜渓谷かつやま定
20人程度持農作業に適した服装、
飲物、スコップ締5月26日㈭
申・問 農業委員会事務局（市役所1階）

☎88－8115
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編
集
後
記

みなさんの
「やってみたい！」を応援‼
◉ �わくわくクラウドファンディ
ングイベント応援事業

◉ちょいチャレ応援事業

申・問 未来創造課
　　☎88-8114

詳しくはこちら

秋には美しく紅葉
するコキア

詳しくは
こちら
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広報 2022 年 5月号　広告案☎０７７９－６４－５４３２
勝山市郡町3丁目３０４
さくら学進教室

受付 ９：３０～２１：３０
 （土日祝も承ります。）

1人で勉強することが難しいあなたへ

家庭教師はあなたの味方です。

発行/福井県勝山市　編集/総務課
〒911−8501 勝山市元町1丁目1−1　TEL0779−88−1114　FAX0779−88−0222

〈URL〉https://www.city.katsuyama.fukui.jp/　〈Eメール〉kouhou@city.katsuyama.lg.jp

広告のお申し込みは総務課まで広告


